
Ⅰ 学校の概要 

１ 地域の概要 

   扇尾（おうぎお）小学校のある日置市は，鹿児島県の西部，薩摩半島のほぼ中央に位置し，東は県都鹿

児島市に，西は日本三大砂丘の一つ，白砂青松の吹上浜と東シナ海に面している。本市の人口は，約５万

２千人で，２００５年５月に，近隣の４町が合併して新しく誕生した。妙円寺詣りや流鏑馬，せっぺとべ

等に代表される歴史的な伝統行事が数多く受け継がれると共に，薩摩焼の里としても広く知られている。 

  本校区は，市役所より南側７ｋｍの山間部に位置するが，鹿児島市中心部からも約２０ｋｍと，へき地

としては比較的利便がよい場所にある。また，ＮＨＫ大河ドラマ「篤姫」で登場した「小松帯刀」が治め

た領地の中にある。典型的な山村型農村地帯であり，平均気温は,年間を通じて平坦地より３℃ほど低い。 

校区は，五つの集落からなり，戸数約１００戸，人口２６０名余である。校区民は，ＰＴＡと一体とな

り，公民館を中心にして農村活性化運動をはじめ，田植え踊りの一つである虚無僧踊り等の郷土芸能の保

存や子ども会活動の育成など，教育・文化の向上にも組織的且つ熱心に取り組んでいる。その取組は，広

く認められ，平成２０年度には，優良ＰＴＡ文部科学大臣賞を受賞した。また，校区には，歴史的な史実

や数々の伝説も残されているが，中でも約７００年前，高僧石屋和尚によって開山された深固院が有名で

ある。「くしだんご」を鹿児島では特に「しんこだんご」というが，ここ扇尾が発祥の地である。 

２ 本校の概要 

明治５年，学制頒布と共に時の戸長が民家を借りて，児童６０名で教育を行ったのが始まりであり，本

年度創立１３４周年を迎えた。本年度の児童数は，１３名の極小規模校であり，昨年度より，学校創立以

来初めてとなる在籍のない学年が存在し，６年生は，児童数５名の単式学級となっている。 

本校は，数年来，「小さな学校の大きな教育～清新溌剌・自信と誇り～」をキャッチフレーズに，様々な

教育活動を展開してきた。まず，平成１９・２０・２１年度と，日置地区・日置市の研究指定を受け，国

語科の研究・実践に力を注ぎ，学力の向上を図ってきた。また，「オペレッタ」「子ども俳句」「一輪車サー

カス」に積極的に取り組み，子どもたちに豊かな表現力や感性を育んできた。これら特色ある教育活動の

計画的・累積的実践が，大きな実を結び，平成１９年度以降「かわなべ青の俳句大会」での最高賞・学校

賞をはじめ，「県福祉作文コンクール」最優秀賞や「南九州美術展絵画」県知事賞等，県レベルでの大賞

の受賞が相次いだ。そして，子どもたちには，自信と誇りが芽生え，学校は日本一の複式校を目指し，活

気に満ちあふれている。 

Ⅱ 研究の概要 

 １ 研究主題 

 

 

 

２ 研究主題設定の理由 

（１）本校の教育目標から 

    本校では「自分のよさを伸ばし，かしこく・やさしく・たくましい扇尾の子どもの育成」を教育目標

に掲げ，めざす子ども像として「目標を持ち，意欲を持続し，自ら学び，深く考える子ども」「自分の

思いや考えを豊かに表現できる子ども」「確かな学力を身に付けた子ども」を設定している。これらは，

本校の努力事項である「実態の的確な把握」や「学習指導法の改善」「表現力の育成」により，基礎・

基本の定着と内発的・主体的な学習意欲の醸成がなされたときに具現化されるものと考える。つまり，

両者をスパイラルに絡み合わせると共に，尐人数の特性を生かし，個に応じた指導を行うことで，どの

子どもたちも高めていくようにしたいのである。 

特に，国語科はすべての学習を支える教科であり，全国的にも母語教育の重要性が指摘されるところ

である。中でも，「確かな読む力」を身に付けさせることが，他教科を含めたところの学力向上につな

がるものと考えた。 

一人一人に確かな読む力を身に付けさせる国語科学習指導の在り方 

～「説明的な文章」の指導を通して～ 

file:///I:\�@�ߋ������@�@������w�Z\�@�����P�V�N�x�@�����\�z�[A~0_


そこで，国語科の「読むこと」の「説明的な文章」における「基礎・基本」と「学び方」の定着を目

指した指導の工夫を通して，めざす子どもの具現化を図りたいと考えた。 

 （２）社会の要請から    

「生きる力」の育成を目指し，様々な取り組みがなされてきているが，ＰＩＳＡ調査の結果から学力

低下問題はさらにクローズアップされ，社会からの学力向上への要請はますます加速している。国語科

においても例外ではなく，読解力の大幅な低下が指摘されている。これらの状況を踏まえ，時期は前後

するが，２００４年２月の文化審議会答申「これからの時代に求められる国語力」では，国語教育の重

要性を説き，特に，小学校段階における指導の重点を，「読む・書く」ことにあるとしている。本文を一

部抜粋すると，「いわゆる『読み・書き』の徹底を図ることが重要であること，情緒力を身に付けるには

『読む』ことが基本になること，論理的思考力の育成は『書く』ことが中心になると考えられることに

よる。つまり，今まで以上に，「読む・書く」の定着を図ることが重要である。」となっている。発達段

階に応じた国語力を育成することは，子ども一人一人の様々な能力を構成するための基盤となる。子ど

もたちがこれから生きていく社会の中で，適切に対応し，よりよく生きる力を身に付けさせるために，

国語教育を一層充実させていくことが急務であると考えた。 

（３）子どもの実態から 

    子どもたちは，明るく素直で，何事にも精一杯取り組み，学習に対しても一生懸命取り組んでいる。

しかし，学力・意欲共に個人差が大きく，一人一人の子どもに確かな学力を身に付けているとは言い難

い。これまで，国語科に限らず，社会科や算数科，理科等の他の教科においても文章を読むこと自体に

滞り，学習が遅れるという実態が見られ，「読み」の力が十分に身に付いていないという現状が指摘さ

れていた。 

また，標準学力検査（ＮＲＴ）の結果からも，全学年で「読むこと」の通過率が低く，「読み」の力

が十分身に付いていないことが分かった。 

以上のことから，国語科における「読むこと」の領域，特に，一定の方法を用いながら，情報を理解

するという，身に付けた「読み」の力が，他の教科の「読み」への応用が行いやすい説明的文章にしぼ

った研究を進めることで，子ども一人一人に「確かな読む力」を身に付けさせ，国語を正確に理解する

ことができる子どもを育成したいと考え，標記のような研究主題を設定した。 

３ 研究主題についての基本的な考え方 

（１）「確かな読む力」とは 

「読むこと」の各学年の内容を確実に身に付け，日常 

生活でも生きてはたらく力を，「確かな読む力」とと 

らえる。その「確かな読み」を支える能力として，主 

に２つの能力が必要であると考えている。１つめは， 

文章に書かれた内容や事柄，つまり情報を正確に理解 

する能力である。２つめは，情報を論理的に読む能力 

である。言語は，一定の形式をもち，その形式を理解 

することなしに，文章の理解は不可能である。これら 

２つの能力を切り離すことなく，どちらに偏ることも 

なく，「聞くこと」「話すこと」，「書くこと」等の様  々

な言語活動を通して相互に関連させながら育てるこ 

とが，「確かな読む力」の育成につながっていくものと考えられる。さらに，子ども一人一人が言葉の 

主体的な使い手として「確かな読む力」を発揮できるようにするためには，子ども一人一人がより主体 

的にかかわることができる「読み」の力を育成することが重要である。それは，自らの目的に応じた「読 

み」の力であり，自らの考えを広げ，深め，再構築するための「読み」の力である。 

それぞれの能力の下位能力も含め，構造化すると上記の【資料１】のようになる。 

【資料１：説明的文章における「確かな読む力」】 



（２）研究の仮説 

以上を踏まえ，確かな読む力を身に付けさせるために，次のような３つの仮説を設定し，研究を進

めることにした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 研究組織 

 

 

  

５ 全体構想図  

    本校では，確かな読む力を身に付けさせ 

るために，これまでの研究の結果もふまえ， 

次のような３つの側面から課題解決へのアプ 

ローチが必要であると考えた。 

ア 個に応じた段階的な「読み」の指導 

・ 段階的「読み」の指導の調査・研究 

・ 各学年での身に付けるべき「読み」の 

力の明確化 

・ 学級及び個の実態に応じた指導の工夫 

イ 学習指導法の改善 

・ 指導過程の工夫・改善 

・ ガイド学習の充実（複式の視点） 

・ 辞書引き学習法の導入 

・ 意欲を喚起する教室設営の工夫 

ウ 家庭学習の充実 

  ・ 家庭学習の手引きの工夫 

  ・ 保護者との連携の在り方 

・ 家庭学習の評価の在り方 

 右の【資料２】は，研究における全体構 

想図である。 

 

 

校 長 教 頭 全体研修 

職員会議

お 

研究推進委員会 

学力向上対策委員会 国語科研究 

教科・領域等研究会 

個人研究 

理論研究 
授業研究 
資料・環境設営 

国語の学習で個に応じた段階的な「読み」の指導を繰り返せば，子ども一人一人に「確 

  かな読み」の力が身に付くのではないだろうか。 

 

複式国語科学習において，ガイド学習を中心にした学習指導方法の改善を図れば，子ど

も一人一人に「確かな読み」の力が身に付くのではないだろうか。 

保護者との連携を図り，国語科における家庭学習の仕方を身に付けさせれば，子ども一

人一人に「確かな読み」の力が身に付き，国語に関する関心が高まるのではないだろうか。 

仮
説
１ 

仮
説
２ 

仮
説
３ 

説明的文章における「確かな読む力」 

・ 情報を正確に理解する能力 

・ 情報を論理的に読む能力 

・ 段階的「読み」
の指導 

・ 身に付けるべき
「読み」の力の明
確化 

・ 実態に応じた指
導の工夫 

・ 指導過程の工
夫改善 

・ ガイド学習の
充実 

・ 辞書引き学習 
・ 教室設営の工夫 

・ 家庭学習の手引
きの工夫 

・ 保護者との連携
の在り方 

・ 家庭学習の評価
の在り方 

ア 段階的な「読み」 イ  学習指導法の改善 

ウ 家庭学習の充実 

【資料２：「確かな読む力」研究の全体構想図】 



Ⅲ 研究の実践 

 １ 仮説１の検証 個に応じた段階的な「読み」の指導 

（１） 子ども一人一人の実態把握と個人ケアカルテ 

  子どもの実態を把握しておくことは，授業を進めていく上で欠かすことのできない最も基本的なこ

とである。特に，計画通りに「わたり」を

行う必要のある複式学級の指導において，

実態の把握と分析，レディネスの引き上げ

は，授業の生命線とも言える。 

そこで，全ての子どものレディネスを

「おおむね満足できる」段階まで引き上げ

ることで，学級内の個人差を縮小し学習を

スムーズに進められるようになることを

目指し，本校独自の個人ケアカルテ【資料

３】を作成し，活用を図った。 

（２） 段階的な「読み」の研究 

     本校においては，「段階的な読みの指導」

を，段階に応じて何を指導するのかという

「段階的指導内容」と，各学年段階，学級，

個の実態に応じてどのような手立てを講

じながら指導を行うかという「段階的指導

方法」の二つに分類した。  

ア 段階的指導内容 

まず，「段階的指導内容」については，   

各学年段階で身に付けるべき読みの技能    

を明らかにし，全教師による系統的な指 

導を可能にしたのが【資料４】である。 

この表は，学習指導要領や教科書教材文

等の内容を踏まえ，確かな読む力を支え

る読みの技能を，音読・文構成・文章構

成・接続語・指示語・内容把握・意見や

感想の７つの要素で分類し，学年ごとに 

整理してある。これらは，学年段階の重

点指導内容であると同時に，個の段階に

合わせてフィードバックする時の重点指導内容ともなる。ただし，説明的文章である以上，ほとん

どの要素が，１年生段階の文章から含まれている。よって，各学年に示されている内容については，

一つまたは二つ下の学年の指導段階で意識されておくべきものでもある。また，支える技能は多岐

にわたり，相互に作用し合っているが，系統的に概観できるようにするために，このような整理の

仕方を行った。 

  

  授業を構成するに当たっては，段階的指導内容に基づき，１時間の授業でおさえるべき具体的指

導内容を明確にした。関連する学習を，どの学年で初めて行ったのかを把握した上で，実態と照ら

し合わせながら，既習の教材文や文章構成図を提示したり，考えさせたりすることによって，理解

のための手助けとした。【資料５】は，光村図書５年「サクラソウとトラマルハナバチ」（５／８，

ねらい：トラマルハナバチが消えた理由をとらえる。）における具体的指導内容である。 

【資料３：本校独自の個人ケアカルテ】 

【資料４：各学年段階における段階的指導内容】 

●具体的実践例● 段階的指導内容に基づく授業実践 


